










University Putra Malaysia の学生を対象とするアンケート調査を行った。調査票は英語とマレー
語に翻訳し、2016 年 2 月、授業終了後の教室において、研究代表者または共同研究者である Dr. 
Ranimah Ibrahimにより、調査協力の意思を表明した学生から 192の回答を回収した。 
【結果】 アンケート調査結果の概要は、以下の通りである。 
１．属性としては、回答者は 192人（女性 150人、男性 40人、無回答 2人）、人種別ではマレーシ
ア人 134人（69.8％）、中国人 45人（23.4％）、インド人 4人（2.1％）、その他 9人（4.7％）。
宗教については、イスラム教 139人（72.4％）、仏教 36人（18.8％）、キリスト教 12人（6.25％）
ヒンズー教 4人（2.1％）、その他 1人（0.5％）である。一人っ子は 1人で、兄弟姉妹数は、1
人が 29.1％、2 人が 27.1％。兄弟姉妹が 2 人と 3 人が多く 56.1％と半数を超え、5 人以上は
16.1％である。また、核家族世帯は 123人（64.1％）、3世代世帯は 9人（4.7％）に過ぎない。 
２．親が子ども（学生）に期待する老後の経済支援については、82.8％は「子どもが平等に支援す
る」ことを望んでおり、「長男に期待している」は 1.0％、「最も豊かな息子」は 1.0％、「息子
たちが平等に」は 3.1％で、とりわけ長男や息子への期待は見られない。さらに人種、宗教に
よる有意差も見られない。また将来の介護希望で最も多いのは、「都合のつく子ども」が 54.2％、
次は「同居または近くに住む子ども」が 8.9％、「子ども全員が平等に負担し、介護人を雇う」
が 6.7％であった。息子に限定した回答はほとんど見られない。 
３．回答者（大学生）自身の、子どもに対する晩年の経済支援については、性別、人種別、宗教別
に差異が生じている。「できれば自立したい」は男性に多く、イスラム教徒に少ない。それに
反し「できれば求めたい」は女性、マレー人、イスラム教徒に多い。また晩年の介護への希望
は、「同居または近くに住む子ども」への期待が 32.8％、次に「配偶者」が 24.0％で、中国人
は「配偶者」、マレー人は「同居または近くに住む子ども」への期待が高い。 
【考察】 以上の結果から、多数派であるマレー人は子どもへの経済支援、介護の期待が高いものの、
性別、特定の子どもに期待する傾向は見られない。平等な経済支援と同居・近居の子どもに介護期
待が高い。また親世代と学生の世代は、ともに子世代に経済支援を期待している。その意向の背後
には、マレーシアではまだ皆年金制度が確立しておらず、老後の経済支援を子どもに求める必然性
があること。また公的介護サービスが未発展のため、老親介護は家族に委ねられ、隣国を含めて私
的に介護人を雇い、家族内介護がなされている。今後、学生世代の出生率低下が生じると、子世代
の介護負担は増大し、隣国からの介護者雇用は困難になると予測される。それ故に、皆年金と公的
介護サービスの発展は、今後の重要な課題になると考える。 
